
史
の
獲
生
．
歴
史
の
媒
介
と
し
て
の
詩
歌
、
回
教
暦
第
二
世
記
の

史
家
、
第
三
世
紀
の
史
家
，
第
四
世
紀
の
史
家
、
そ
れ
以
後
の
史

家
の
八
講
に
分
た
れ
て
居
る
。
圓
熟
し
た
老
大
家
の
著
作
と
し
て

興
味
深
く
讃
ま
れ
た
が
、
何
し
ろ
講
演
で
あ
る
た
め
に
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
全
艦
の
諸
語
の
割
に
稻
々
多
き
に
過
ぎ
、
、
且
つ
巻
末
に
進

む
に
從
っ
て
、
記
蓮
が
簡
略
と
な
り
、
た
め
に
或
は
逸
す
べ
か
ら

ざ
る
名
が
密
命
ら
す
、
或
は
僅
か
の
記
蓮
の
み
で
割
愛
さ
れ
た
の

は
甚
だ
血
紅
で
あ
る
。
例
へ
ば
内
お
色
気
に
よ
り
「
イ
ス
ラ
ー
ム

の
缶
。
δ
α
9
諺
、
」
切
ろ
舞
Φ
冨
p
呂
に
よ
り
「
光
榮
あ
る
イ
ス
ラ
ー

ム
文
化
の
正
し
き
子
」
と
の
講
辞
を
得
た
寓
翫
ρ
象
の
如
き
は
そ

の
一
人
か
乏
思
は
れ
る
。
〔
岡
島
〕
六
．
五
．
三
〇

　
　
露
地
　
誌
　
學
　
　
　
．
　
　
　
東
木
鐸
論
著

　
地
理
學
の
研
究
は
大
憲
に
於
て
自
然
地
理
と
人
文
地
理
及
び
地

誌
の
三
つ
の
部
門
に
分
け
て
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
こ
れ
等
の
中
、

地
誌
の
地
理
墨
研
究
上
に
於
け
る
位
置
に
つ
い
て
は
學
者
に
よ
っ

て
異
論
の
あ
る
厭
で
あ
る
が
親
近
こ
の
方
面
に
驕
す
る
研
究
が
著

し
く
世
の
注
意
を
惹
い
て
き
た
事
は
事
實
で
あ
る
。
郎
ち
あ
る
地

域
の
地
理
的
事
象
を
分
折
綜
合
し
て
記
載
す
る
地
域
論
的
研
究
の

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

勃
興
之
で
あ
る
σ
し
か
し
て
こ
蕊
に
地
誌
畢
と
云
ふ
の
似
そ
の
方

法
を
攻
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
二
重
の

所
謂
地
誌
な
る
語
の
概
念
を
以
て
直
ち
に
想
到
せ
ら
る
Σ
所
の
地

誌
學
で
は
な
く
し
て
、
著
者
が
以
前
よ
り
唱
導
し
て
み
る
微
地
形

墨
的
研
究
方
針
に
基
い
て
從
來
善
く
地
誌
墨
的
現
象
と
し
て
認
め

ら
れ
て
み
る
諸
事
象
を
研
究
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
從
て
こ

の
黙
か
ら
し
て
築
者
が
自
ら
断
っ
て
る
る
如
く
そ
の
内
容
よ
り
云

ふ
晴
は
微
地
誌
學
と
構
す
る
を
適
當
と
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
本
書
の
内
容
は
地
誌
學
要
素
の
研
究
法
と
地
誌
學
地
域
論
の
二

つ
に
大
別
さ
れ
前
者
は
地
誌
學
研
究
法
、
土
地
性
質
論
、
地
誌
系

統
論
、
後
者
は
侵
蝕
面
、
書
幅
地
三
角
洲
面
の
低
位
系
統
及
び
山

地
丘
陵
地
、
舞
扇
歌
地
面
の
高
位
系
統
に
於
け
る
料
地
経
輪
と
住

居
経
塔
と
が
論
蓮
し
て
あ
る
。
こ
の
研
究
法
及
び
理
論
の
理
解
を

容
易
に
す
べ
き
例
題
に
つ
い
て
は
そ
の
撰
鐸
は
極
め
て
容
易
で
な

い
に
か
、
は
ら
す
、
著
者
自
ら
の
巡
漁
の
外
、
鋤
く
内
外
の
文
獣

を
渉
…
課
し
て
之
に
よ
っ
て
研
究
法
に
立
脚
せ
る
適
切
な
説
明
が
施

さ
れ
、
特
に
研
究
法
に
つ
い
て
は
内
外
の
諸
詮
を
滲
狂
し
て
作
れ

る
案
を
一
々
我
が
國
の
事
事
に
よ
っ
て
吟
味
を
試
み
た
る
等
、
そ

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
　
第
三
號
　
　
　
五
一
九
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藁
　
　
　
報

の
撰
重
な
る
用
意
の
程
が
う
か
章
は
れ
る
。
勿
論
，
喜
々
の
瓢
に

つ
い
て
は
云
ふ
べ
き
事
も
あ
ら
う
が
、
未
だ
何
入
も
試
み
ざ
り
し

こ
の
方
面
に
開
拓
の
鋤
．
を
執
り
地
誌
學
の
罷
系
に
ふ
れ
た
る
著
者

の
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
且
つ
最
近
麟
謬
的
地
理
學
書
の
多
き
中

に
研
究
資
料
を
我
が
國
に
取
れ
る
猫
自
の
有
露
な
研
究
が
現
は
れ

た
る
こ
と
を
墨
界
の
た
め
に
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
東
京
帝

國
大
學
理
學
部
地
理
學
教
室
に
於
け
る
篤
學
の
士
で
あ
る
。
（
菊
版

山ハ

齊
ｵ
百
ハ
、
畜
小
山
示
、
申
口
A
つ
溌
8
院
密
行
、
〃
償
、
｝
血
肥
國
五
…
欝
銭
）
〔
山
石
根
〕

彙

報

國講
義
種
珊

　
普
通 ⑳

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
史
學
科

　
本
學
年
講
義
題
目

史
特
殊

三
浦
敏
授

西
田
敏
授

西
田
教
授

中
村
助
教
捜

國
史
概
論
（
第
一
學
期
）

國
史
概
論

日
本
近
世
史
の
特
殊
問
題

B
本
中
世
の
古
文
書

　　　　　毎
二二二二四蓬

第
十
六
魯

　
　
喜
田
講
師

　
　
　
藤
　
講
師

　
　
　
三
品
講
師

　
　
　
講
師
未
定

演
習
　
三
浦
教
授

　
　
　
西
田
敏
授

東
洋
吏

　
普
通

特
殊

演
習

矢
野
教
授

羽
田
教
授

矢
野
敏
授

羽
田
敏
授

那
波
助
数
授

鴛
淵
講
師

矢
野
教
授

瑠
田
教
授

　
第
三
號
　
　
五
二
〇

古
代
民
族
史
（
第
二
學
期
）

中
世
史
料
の
研
究

古
代
日
鮮
關
係
史

明
治
維
新
史

文
化
の
階
級
性
（
第
一
畢
溺
）

日
本
文
化
史

東
洋
史
霞
幕
（
第
】
部
）

東
洋
史
概
論
（
第
ご
部
）

近
代
ロ
シ
ア
支
那
闘
四
千

唐
代
の
西
域

漢
代
の
文
化

明
代
の
満
洲

東
洋
史
の
諸
問
題

東
洋
更
の
諸
問
題

西
洋
史

　
普
通
　
原
（
随
）
助
臓
器
　
西
洋
史
概
論
（
第
一
部
）

　
　
　
時
野
谷
助
敏
授
　
西
洋
史
概
論
（
第
二
蔀
V
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